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長崎県手をつなぐ育成会 令和 7 年度定時総会が 6 月 21 日(土)、長崎県総合福祉センターにて開催されま

した。令和 6 年度の事業報告、決算報告に続き令和 7 年度事業計画と予算、令和 7・8 年度役員改選が承認さ

れ、団体賛助会員導入に伴う定款変更が第 4号議案として議事にかけられました。

【竹内会長の挨拶】

本県でもかねてから懸念している会員数の減少、会

員の高齢化は、全国的にも課題となってきています。

全国育成会連合会（全育連）の主な財源は情報誌「手

をつなぐ」の定期購読料ですが、年に１０００部ほど購読

冊数が減少しており、金額に換算すると４００万円ほどに

なるそうです。危機的とも言える状況を、現在は基金の

取り崩しなどで対応しているとのことでした。

一方で、全育連が国へ提出した最新の要望書は実に

55 ページもあります。障害のある人たちの困りごとや生

活のしづらさはまだまだ数多くあり、存続が危機的状況にあってもその活動の歩みを止めることはできません。

「この子らを世の光に」を著した障害福祉の先達、糸賀一雄氏は「育成会活動は、支部が中心でなければ、ま

た、具体的でなければ」とメッセージを残されています。現在、どの地域でも会員活動が先細りするかもしれない

状況ではありますが、このように各地の小さな声を集めて多くの要望を国に訴えることができる育成会の存続の

ための新たな取り組みとして、団体賛助会員の導入が提案され、それに伴い長崎県育成会でも定款の一部変

更が今回の議案の一つとなりました。

具体的には、主に放課後デイサービスなどの、知的発達障害福祉サービス事業所を対象に団体賛助会員と

しての加入を勧めるものです。

第 4号議案 団体賛助会員導入に伴う定款変更（第 5条の３、下線点線部分、（４）の追加）

一般社団法人長崎県手をつなぐ育成会定款(抜粋)

(社員及び会員の種別)

第 5条 3 この法人の会員は正会員、個人会員、賛助会員、団体賛助会員とする。

（１） 正会員とはこの法人の目的に賛同して入会した地域育成会または施設育成会に所属する個人

（２） 個人会員とは前号(1)以外のものであって障害福祉に関する識見を有し当会活動を深く理解し入会した

個人

（３） 賛助会員とはこの法人の事業を賛助する個人、法人または団体の代表者

（４） 団体賛助会員とは、当法人の趣旨に賛同し、この法人を財政的に支える団体、事業所、施設等

団体賛助会員として加入した場合の詳細なメリットについては全育連の常務理事兼事務局長の又村あおい

氏による動画にて紹介されており、総会で視聴しました。

メリットとして①情報誌「手をつなぐ」のお届け②「家族支援加算」取得のサポート③職員研修用動画の無償提

供をあげています。②に関しては、家族支援加算の算定対象となる利用者の家族向け研修を開催する場合、会

員を講師として派遣することも可能としています。また、③については全育連で実施した研修動画※を年間 3 本

ほど無償で提供できること、事業所がオンラインシステムを導入する費用と賛助会費（30000 円/年）を比較して

加入の検討を促しています。この紹介動画は各地域育成会での団体賛助会員勧誘時にも利用できるということ
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で、この第 4号議案についても総会にて承認されました。

※2025 年 6 月現在、研修動画は YouTube のみにて視聴できますが、今後、他の動画再生アプリでも視聴できるよう動

画単体の作成を計画しております（8 月以降予定）。

【質疑応答・その他ご意見など】

Q「自主グループで後見人について勉強会を開いていま

す。後見制度についても全育連から国へ要望をしてい

ると聞きました。具体的にはどのような内容で、どれく

らい進捗しているのでしょうか」(佐世保)

A「現在、後見制度を利用開始すると、被後見人本人が

亡くなるまで利用期間が続くのですが、それを必要時

だけ利用できるようにしてほしい、というのが一点。

また、一度決まった後見人の変更は難しい現状ですが、相性が悪い後見人など、途中でも変更を可能にし

てほしい、といったことなどもお願いしています。ただ、これらを実現するためには各方面の法律も変更する必

要があり、大変時間がかかっています。それでも『5 年以上はかかるだろう』と言われていたものが、それより

も速いスピードで進んでいる印象です」（竹内会長）

Q「団体賛助会員について、講師を招いての研修とありますが、具体的にはどのようなものでしょうか。オンライ

ンや動画視聴よりも、講師に来てもらう対面式の研修の方が魅力的に感じるのですが」（清華学園）

A「県育成会へお声かけいただければ、研修についていろいろとご相談に乗れるかと思います」(竹内会長・三村

事務局長)

Q「県育成会が定款の変更をしましたが、各地育成会でも変更が必要でしょうか？」

A「法人格がある育成会には定款があるので、必要なら定款変更をする。ただ、社会福祉法人では、『会員』を取

りこんでいない定款が一般的なので、そのような法人では定款変更は必要ありません。また、法人格のない

育成会では、会員規程の改正は必要でしょう。団体賛助会員を会として認めていくということとなります。地域

育成会によっては会員規程の変更は総会事案かもしれませんが・・・」(竹内会長)

最後に、参会された本年度の理事・監事および社員のみなさまがご登壇、一言ご挨拶もいただき、和やかな

雰囲気の中、会を終了しました。また、今年度交代された新理事は以下の 3名の方々です。

                    ～3～         愛育ながさき Ｎｏ．65

島原市 本田 和弘氏 諌早市 西野 悟氏長崎市 江口 啓介氏

令和６年度　個人会員名簿（順不同・敬称略）
西岡　秀子 深堀　浩 山下 博史 山村　健志 石本 政弘

金子　容三 ごう まなみ 堤　典子 千住　良治 清川　久義

山本　啓介 坂本 浩 吉村　洋 坂口　慎一 中島　浩介

白川　鮎美 湊　亮太 山本 由夫 松本　洋介 饗庭 敦子

川崎　祥司 溝口　芙美雄 山口 初實 大久保　堅太 初手　安幸

長崎県手をつなぐ育成会へのご支援に対し、心より感謝申し上げます。

賛助会員は P.7 に掲載



Ⅰ はじめに  

  新型コロナウイルス感染症は感染が散見されるものの概ね落ち着いており、全育連や、県育成会の

会議、研修、行事等においても集合形式で開催することができ育成会活動の足を止めることなく取組

むことができました。

  私たち育成会の運動の柱である障害のある人の権利擁護と政策提言について、県育成会として成年

後見制度の普及を含む法律相談や県障害福祉課への要望、本人の意向、意思決定を最大限に尊重した

本人活動の支援を通し、障がいのある人の権利擁護に繋がる活動の推進に努めてまいりました。

  知的障害理解啓発研修を県下３か所で開催、計１４０名の地域の皆さんに知的障害の疑似体験をし

ていただき、障害特性を理解していただく研修を開催しました。アンケートの結果でも大変分かりや

すかったと高評価をいただいています。困りごとに対応する障害者 110 番事業、地域の困りごとや相

談支援に関わる研修、法律相談は５会場で計５２名、育成会フォーラムでは「強度行動障害支援及び高

齢期における自立支援について」国立のぞみの園の田中理事長を講師にお招きし、その現状と取組み

等、具体的な支援の方向性について学びました。

生活支援拠点事業はほぼ県下全域で整備され、安心して地域生活を送ることができる緊急時への対

応や体験・経験の場、相談支援体制の充実も図られつつありますが、機能の充実について注視するとと

もに、ライフステージに応じた支援、高齢化した障害者の地域生活や「親なきあと」の支援等、どのよ

うに支援の充実が構築されるのか、引き続き地域の育成会と課題を共有すると共に、県市町と連携して

進めてまいります。  

Ⅱ 地域育成会の活性化に向けて

近年の会員数の減少ついては、新規会員の加入を進めるための取組みとして、キャラバン隊による

知的・発達障害の疑似体験「障害理解啓発研修」を開催しました。アンケートの内容からも高く評価

していただいており、育成会活動への関心が高まり入会に繋がることを期待しましたが、その成果を

感じるまでには至っていません。

また、全国手をつなぐ育成会連合会が事業として行う保険業

務は団体割引が適用されることに加え、高齢会員、若い会員に

有利な保険内容ですが、取組みが不足しています。

就学中の保護者向けには障害基礎年金学習用ＤＶＤを活用し

て説明会を開催しました。機関誌『手をつなぐ』購読者を増や

す取組みは声かけに終わっています。

今年度は、全国手をつなぐ育成会連合会が取組む、定款にあ

る団体賛助会員の仕組みを取り入れた会員増強策を参考にし

て、県育成会においても会員増と「手をつなぐ」購読冊数の増

を図るため、理事会・総会での紹介、定款の変更が必要である

ことを説明し、地域育成会においても規則・会則変更が欠かせ

ないことから、必要であれば変更の手伝いも行う予定です。ま

ずは６月の定時社員総会において定款の変更を決議いただき、

地域育成会向けの参考案を提供する方向に着手しています。
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令和６(２０２４)年度 決算(概要案)
                                                                      単位：円

経常収益 経常費用（事業費ごとに換算）

受取会費 4,204,000 障害理解啓発研修 397,423

正会員会費 3,354,000 事業所協議会 428,425

賛助会員会費 520,000 就労支援セミナー 126,506

  過年度会費 280,000 本人部会関連事業 732,296

  個人会員会費 50,000 ゆうあいスポーツ大会 1,667,130

事業収益 1,011,941 ながさき育成会フォーラム 300,073

受取補助金等 713,990 障害者 110 番事業 3,073,735

大会等参加収益 94,470 相談員研修 247,643

受取寄付金 50,000 年金学習会(家族支援) 42,389

委託事業 4,940,655 愛育ながさき編集事業 426,376

雑収益 724,402 九州大会 343,211

全国大会 249,244

事業所全国大会(県大会) 124,173

累犯障害者支援研修（ＴＳ） 6,187

管理費 5,324,307

慶弔費 7,750

経常収益計 11,739,458 経常費用計 13,496,868
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〈イメージ〉

日中活動も生活の場も、

一日中、一年中

同じところ…

年度をまたぐ開催となりましたが、令和 6 年度育成会フォーラムが開催されました。

3 月下旬から 5 月中旬までの期間、専用のサイトでいつでも視聴できるネット研修会で、関係各庁の行政

説明や講師の提言、パネルディスカッションなど、自分の時間が取れる時に視聴でき、とても有効な時間の

使い方ができました。

【プログラム】    テーマ  「知的・発達障害のある人の住まいと暮らし」

障害者総合支援法・児童福祉法改正および報酬改定のポイント解説

    （一社）全国手をつなぐ育成会連合会・常務理事兼事務局長 又村 あおい氏

【パネルディスカッション】 「知的・発達障害のある人の「住まい」や「暮らし」を考える

進 行 （一社）全育連 常務理事 又村 あおい 氏

登 壇 野澤 和弘氏（植草学園副学長）、高木 誠一氏（全育連政策センター委員長）

    片桐 公彦氏（全育連政策センター専門員、（福）みんなでいきる理事長）

佐々木 桃子氏（全育連会長）

今回のフォーラムは知的障害の人たちの暮しと住まい

がテーマでしたが、各講師陣から現状を踏まえた様々な

提案がなされました。

最初に野澤氏が入所施設の課題として、歴史的なこと

も振り返りながら、多床室のこと、日中活動と住む場が

同一で一日中、一年中同じところで暮す現状、しかし地

域連携のやり方も課題が多く、国連の総括所見で言う地

域移行は果たしてどうなっていくのか。入所施設は今後

どうしていけばいいのかと話されました。

続く片桐氏の発言では、現行の法律にある入所施設で

の補足給付（入所施設では利用者さんの手元に最終的に

25000 円くらい残るような補助制度があります）をあ

げ、GH(グループホーム)も同等の体制がのぞまれるこ

と、例えば GH の家賃補助の増額や、反対に家賃を取らないようにする、あるいは入所施設でも家賃を取る

など、具体的な提案も出されました。

次に、高木氏から障害者の地域移行について、中軽度の人は地域移行も進むが、

重度の人の地域移行はスムーズではない。重度の人の地域移行に取り組むノウハ

ウが不十分で、受け入れる GH も少ないということで、移行の基盤作りの課題は

大きいと話されました。

ノーマライゼーションの基本を忘れることなく、体験的に情報を得て、そこから

意思決定の選択をする知的障害者のために、多くの体験の場を増やす環境の提

供を進めていかなくてはならないと語られました。

佐々木会長の話では、入所施設しか知らない重度の方たちは地域移行はしたくないと思っている人も多

いようで、動機付け支援の大切さを話されていました。

その他、厚生労働省、子ども家庭庁、文部科学省などの行政報告もあり、長時間の内容となりましたが、期

間中分けて聴けるということもあり、じっくり聴くことができました。（谷）
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令和 6 年度 賛助会員（順不同 敬称略）

長崎県手をつなぐ育成会へのご支援に対し、心より感謝申し上げます。
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山口 由香

株式会社やまびこ学苑 多機能型事業所　であいの家 森　和行

悠久会　スマイル 馬場　是光 多機能型事業所　きらら 山下　順子

西海市療育支援相談センター　陽だまり 久保　拓也 千草野学園 桑原　節子

あじさいの家 毛利　和美 のびのび

佐世保祐生園 井手　嘉弘 シルク印刷工房　わくわくワーク 池田　勝俊

松光学園 青島　恵 ネットワークセンターひかり 菅　敏洋

清華学園 蒲池　興照 銀の星学園

光のフェアリー 本田　和弘 たんぽぽの里 川口　敬

つくしの里 森　誠 ワークプラザ松浦 大久保　ひろ子

みさかえの園のぞみの家 田中　伸一 社会福祉法人結の会 割石　賢明

みさかえの園第二めぐみの家 齋木　初江 ワークハウスほのぼの 米田　眞喜

草笛が丘 松永　佐久代 米寿会　杉の木ホーム 須賀　博司

社会福祉法人星のくま 磯田　正也 あゆみ園 阿比留　文博

桜が丘学園 岡本　憲和 NPO法人五島あすなろ会 土岐　寛志

NPO法人障害者就労支援センター 佐藤　保子 ほっとホーム富希

むすび会　おおぞら作業所 吉木　利徳 ふじ学園 杉　秀宣

ライフステーション 野﨑　由美子 五島市はまゆう福祉作業所 小島　義明

(社福)むつごろう会 石丸　佳奈子 富江町桑の実作業所 松崎　栄子

つかさ会　諫早ワークス 佐世保市育成会・ゆめ 山下　順子

大村さくらの家 原口　健一 社会福祉法人風車会 中村　鉄舟

社会福祉法人三彩の里 江口　司 社会福祉法人コスモス会 本田　利峰

あかつき学園 志賀　竜二 ワークハウス 大久保　ひろ子

普賢学園 本田　尚久 佐世保市育成会・ひかりホーム

エリア２１ 坪田　汐遥 社会福祉法人山陰会　自然寮 本田　雄峰

社会福祉法人ゆめの樹 山﨑　美子 相談支援事業所　えくぼ

長崎基準寝具有限会社 つくし学園 山口　由香

夢工房みどり 江口　啓介 社会福祉法人インフィニティ 門畑　和也

さんらいず 山田　順子 株式会社　優里 森　智子

ワークあじさい 藤原　剛 社会福祉法人長崎慈光園 立石　一弘

社会福祉法人　武正会 北島　正一 社会福祉法人　南高愛燐会 田島　光浩

障害福祉サービス事業「陽香里工房」 野原　健次



「手をつなぐ」は、知的な障害のある当事者（本人・家族）に関しての教育・福祉・

労働等々の諸施策を中心に、全国手をつなぐ育成会連合会が編集・発行している月刊誌

です。文字どおり、全国の仲間が「手をつなぐ」ために役立つ情報誌です。

年間 3,９00 円 B5 版 48 ページ

長崎県手をつなぐ育成会までご連絡ください。

お申込みは TEL 095-846-8730 FAX 095-846-8738 へ

行      事 月   日 場    所 概       要

あいサポート運動

研修＆

相談員研修

７月２５日（金)

13:00～16:00
長崎原爆資料館ﾎｰﾙ

1 全国に広がる「あいサポート運動」研修

２ グループワーク｢いかに実践につなげていくか｣

講師：鳥取県障害福祉課担当職員

知る見る

プログラム

7 月 27 日(日)

10:00～15:00

諫早市社会福祉会館

2 階多目的ﾎｰﾙ

ワークショップ ｢好きなもので集まれ｣

     ｢さいころトーク｣ など

障害理解啓発

研修パートⅢ

８月 23 日(土)

9 月 27 日(土)

佐世保市

長与町

13:00～16：00
１ 知的障害疑似体験「長崎よかよか隊」講演
２ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

「障害のある人にどんな配慮が必要だと思ったか」
各地にキャラバン隊結成促進

ながさき

育成会フォーラム

９月５日（金）

13:00～16：30

長崎県総合福祉ｾﾝﾀｰ

５階 講堂

１． 講演 「育成会活動の再活性化
～県市町育成会の会員減少対策～」（仮題）
講師：全国手をつなぐ育成会連合会

会長 佐々木桃子 氏
２. 意見交換会（検討中）

本人部会

「長崎きずな」

連絡協議会

9 月 7 日(日)

10 月 5 日(日)
長崎県総合福祉ｾﾝﾀｰ

10:00～12:00

議題：9 月（参加型おしゃべり会）

10 月（障害者施策に関する意見を聴く会・

県大会本人決議）など

九州大会

沖縄県大会
10 月 18 日(土) ﾊﾟｼﾌｨｯｸﾎﾃﾙ 沖縄

9:45～12:00 式典/行政説明/中央情勢報告
13:00～16:30 全体会「シンポジウム」

            本人大会｢語ろう会・名刺交換｣
(9:45～16:00 本人大会沖縄観光）
16:00～17:00 閉会式
17:30～19:30 閉会式

愛育ながさき Ｎｏ．65         ～8～


